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研究成果の概要（和文）：スポーツ環境におけるセクハラ認識の因果要因を検討するため、スポーツ関係者（指
導者、競技者、愛好者）を対象にWeb調査を実施した。
セクハラ認識に対しては、「スポーツ環境認識」と「自尊感情」以外の3変数：「権威主義的伝統主義」と「ジ
ェンダー平等観」、「同性愛親和度」が影響することがわかったが、本モデルの説明力は、全体として高いとは
いえなかった。
愛好者は他の2群に比べて相対的にモデルの説明力が高いが、指導者と競技者は、このモデルではセクハラ認識
をあまりよく説明できなかった。その理由として、指導者や競技者など、スポーツに深く関わる人たちに特有の
「セクハラ認識」形成要因が何か他にあることが想定された。

研究成果の概要（英文）：In order to examine the factors that determine sexual harassment perception 
in the sports environment, we conducted web surveys of sports instructors, athletes, and amateur 
players.
It was found that three variables other than “perception of the sports environment” and “
self-esteem” ： “authoritarian-conservatism”, “gender equality” and “affinity for 
homosexuality” affected sexual harassment perception. However, the assumed causal model did not 
explain this causality very well as a whole. Although amateur players were relatively more 
descriptive of the model than the other two groups, instructors and athletes could not explain 
sexual harassment perceptions very well with this model.
It was assumed that the reason for this was that there were some other factors that affected “
sexual harassment perception” peculiar to people who were deeply involved in sports, such as 
instructors and athletes.

研究分野： スポーツとジェンダー

キーワード： スポーツ　セクシュアル・ハラスメント　認識要因　因果関係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本のスポーツ環境におけるセクハラ認識とそれに影響を与える要因を検討することで、スポーツ環境下で共有
されている根強いジェンダー意識や集団主義的な人権意識を問い直す契機となり、また具体的な防止対策に新し
いエビデンスを加えることができる。
さらに、スポーツ環境における継続的な調査自体が、スポーツ関係者に対する不断の意識啓発にもつながり、ス
ポーツ環境において後景化しがちなセクハラ問題の可視化にもつながりうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

欧米では 1980 年代後半から多くの研究成果が蓄積され、国家のスポーツ担当部局や主要なス
ポーツ組織におけるセクハラ防止対策の策定など、実践的課題の解決に積極的に活用されてき
た。現在そうした対策の多くは、セクハラを含むより包括的なハラスメントの中に位置づけられ
（Mountjoy, et al., 2016）、関係者の意識啓発や組織の防止対策としてスポーツ環境改善に生
かされている。 
日本では、筆者らがこれまでに 2 度の調査を行い、いくつかの知見を得て（熊安ら, 2011; 高

峰ら, 2009; 2011）、指導者啓発プログラムを開発するとともに（高峰と熊安,2012）、組織にお
ける対策案を提示してきた（熊安と高峰, 2015）。しかしながら国内外を問わずスポーツ環境に
おけるセクシュアル・ハラスメント事例の告発あるいは発覚は続いており、依然としてスポーツ
界が抱える深刻な問題としてある。 
また、これまでに筆者らが得た知見は、国内の大学生やハイレベルにいる指導者と競技者のス

ポーツ環境におけるセクシュアル･ハラスメント認識を明らかにしようとするものであったが、
そのようなセクシュアル･ハラスメント認識がどのような要因によって形成されるのかについて
は検討課題として残されていた。 
 
２．研究の目的 
今日国際的に共有されているより包括的な概念を適用して、日本のスポーツ環境におけるセ

クシュアル・ハラスメント（以下、セクハラ）認識の実態を明らかにし、セクハラ認識に影響を
与える要因を検討する。 
 

３．研究の方法 

(1)スポーツ関係者（指導者、競技者、愛好者）を対象に Web 調査を実施した。 
 
(2) 調査項目として、ジェンダー観や性的マイノリティへの意識、自尊感情、スポーツ観やスポ 
ーツへの志向、組織の集団的権威に対する価値観などを要因として想定した。プレテストによ
って得たデータを分析し、各変数の信頼性と妥当性を検討し、その結果に基づき分析に使用す
る設問項目を選別した（高峰と熊安，2021）。日本のスポーツ環境におけるより包括的な概念
を適用したセクハラ認識の実態分析は、熊安と高峰（2021）に示した。 

 
(3) 本報告で検証する包括的因果モデル（図 1） 

     

(4)分析方法 
・図 1 に示した包括的因果モデル内の目的変数（セクハラ認識）と 5 つの説明変数間の相関係数  
を算出した。 

・包括的因果モデルを共分散構造分析にかけ、有意でない標準化係数を削除し、再度同じ分析を 
おこなった。 

 
４．研究成果 
４－１．分析結果 
相関係数の全体的な傾向として、「自尊感情」と「同性愛親和度」は、セクハラ認識と有意な

相関を示さなかった。また女性競技者は、すべての説明変数が目的変数と有意な相関を示さなか
った。共分散構造分析の結果は以下のとおりである。 
 
 
 
 
 



(1)因果関係＜全体＞（図２） 

・本モデルの説明力は、全

体として高いとはいえない。 

・セクハラ認識は、「権威主

義的伝統主義」から直接効

果として 0.104、間接効果

として 0.048 の影響を受け

ており、直接効果の影響が

大きい。 

・「スポーツ環境認識」と

「自尊感情」は、セクハラ

認識に影響力をもたない。 

 

(2)因果関係＜性自認別＞（図 3） 

・男性： 

対象全体で示したものと同様の因果関

係が確認された。 

・女性： 

男性のモデルで確認された因果関係に

加えて、「スポーツ環境認識」がセクハラ

認識に対して直接の因果関係をもった

が、「権威主義的伝統主義」は有意ではな

い。 

「自尊感情」は他の説明変数と相関を持

たず、またセクハラ認識に対しても影響

を及ぼさない。 

 

 

(3)因果関係＜対象グループ別（指導者・競技者・愛好者）＞（図 4） 

・指導者と競技者： 

このモデルではセクハラ認識をあまり

よく説明できない。このモデルで使用し

た以外の変数の影響を受けている。 

・愛好者： 

他の 2 群に比べて、相対的に説明力が高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4)因果関係＜性自認×指導者＞（図 5） 

・女性指導者と男性指導者で因果

関係は同様の傾向を示すが、男性の

方が女性よりもわずかに説明力が

高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)因果関係＜性自認×愛好者＞（図 6） 

・女性愛好者： 

スポーツ環境認識が直接セクハラ認

識を説明する（直接効果のみ）。 

・男性愛好者： 

スポーツ環境認識が、直接効果だけで

なく、ほかの説明変数も介してセクハ

ラ認識を説明する（間接効果もある）。 

・男性愛好者における説明力は女性愛

好者よりも高い。 

 

 

 

(6)因果関係＜性自認×競技者＞（図 7） 

・女性競技者： 

このモデルは彼女らのセクハラ認識を

説明する力がない。 

・男性競技者： 

自尊感情が同性愛親和度などを介して

セクハラ認識に間接効果を持つ。 

 

 

 

 

 

 

＜モデル適合度＞ 

 モデル適合度を表 1 に示した。モデル適合度を示す指標はそれほど悪くなく、おおむね適合

するといえる。 

権威主義的伝統主義

スポーツ環境認識

自尊感情

ジェンダー平等観

同性愛親和度 セクハラ認識

< Female * Athletes n=312>

権威主義的伝統主義

スポーツ環境認識

自尊感情

ジェンダー平等観

同性愛親和度 セクハラ認識

< Male * Athletes n=1,859>

R2=0.025

.415

.307

.148

.126

-.113

図7．セクハラ認識を説明する因果関係＜性自認×競技者＞

権威主義的伝統主義

スポーツ環境認識

自尊感情

ジェンダー平等観

同性愛親和度 セクハラ認識

< Female * Coaches n=1,339>

権威主義的伝統主義

スポーツ環境認識

自尊感情

ジェンダー平等観

同性愛親和度 セクハラ認識

< Male * Coaches n=4,251>

R2=0.014

R2=0.051

.154

.184

.312

.119

.157

.243

.327

.225

図5．セクハラ認識を説明する因果関係＜性自認×指導者＞



 

４－２．まとめ 

(1)セクハラ認識に対しては、 「スポーツ環境認識」と「自尊感情」以外の 3 変数：「権威主義

的伝統主義」と「ジェンダー平等観」、「同性愛親和度」が影響することがわかったが、本モ

デルの説明力は、全体として高いとはいえなかった。 

(2)愛好者は他の 2 群に比べて相対的にモデルの説明力が高いが、指導者と競技者は、このモ   

デルではセクハラ認識をあまりよく説明できなかった。 

(3)上記の理由として、指導者や競技者など、スポーツに深く関わる人たちに特有の「セクハラ

認識」形成要因が、 何か他にあることが想定される。 

(4)今後の調査課題として、セクハラ認識自体の構造をより深く探る必要がある。 
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　　　　　表1．モデル適合度

n Χ2値 GFI AGFI NFI CFI RAMSEA AIC

全体 8,878 46.802*** 0.997 0.974 0.984 0.985 0.072 64.802

女性 2,191 58.615*** 0.990 0.969 0.919 0.925 0.070 78.615

男性 6,650 57.001*** 0.996 0.958 0.973 0.973 0.092 75.001

競技者 2,177 44.843*** 0.99 0.968 0.945 0.948 0.080 58.843

指導者 5,621 26.744*** 0.998 0.988 0.984 0.985 0.047 42.744

愛好者 1,080 24.988*** 0.922 0.973 0.967 0.975 0.054 54.988

女性 競技者 ― ― ― ― ― ― ― ―

指導者 1,339 16.707*** 0.994 0.969 0.941 0.947 0.074 32.707

愛好者 540 14.817 n.s. 0.991 0.976 0.953 0.978 0.040 40.817

男性 競技者 1,859 42.120*** 0.991 0.974 0.942 0.948 0.063 62.120

指導者 4,251 13.334** 0.998 0.992 0.989 0.991 0.037 29.334

愛好者 540 3.729 n.s. 0.997 0.979 0.99 0.995 0.04 29.729
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